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奥州合戦から

八百年

８゙ ９

10 月

C写真提供：鈴木写真商会 鈴木重男氏）

今年は1189 年 （文治５年）に全国統一をめざした源

頼朝 の率い る鎌倉 軍と奥州 （現在の東北地方）を 支配

していた藤原軍との間で。激戦がくり広げられた奥州

合戦から、ち ょう ど八百年目にあたり ます。

この写真は、当時の合 戦の 模様を県 北中学校美術 ク

ラブ の生徒が壁画に再現した もので、奥州 合戦八百年

祭のポスターにも採用され まし た。



奥州合戦八百年祭
イベント

武者行列・歩行者天国・企画展

いざ出陣！

10 / 29～11 /5

奥
州
合
戦
か
ら
今
年
で
ち
ょ
う
ど

八
百
年
と
な
る
の
を
記
念
し
、
奥
州

合
職
八
百
年
記
念
会
、
奥
川
合
戦
八

百
年
祭
実
行
委
員
会
か
、
今
春
か
ら

計
画
を
進
め
て
き
た
「
奥
州
合
戦
八

百
年
祭
」
の
メ
ー
ン
イ
ベ
ン
ト
が
間

近
に
迫
り
ま
し
た
。

八
百
年
祭
の
メ
ー
ン
は
十
月
二
十

九
日
に
行
わ
れ
る
「
義
経
ま
っ
り
武

者
行
列
七
。
こ
の
行
列
に
は
静
御
加

を
含
む
正
式
行
列
の
ほ
か
、
町
内
各

小
学
校
児
童
鼓
笛
隊
、
手
づ
く
り
甲

胄
姿
の
県
北
中
生
な
ど
総
勢
約
九
百

名
が
、
藤
田
中
心
街
を
練
り
歩
き
、

藤
細
小
学
校
校
庭
で
は
、
ほ
ら
只
の

鳴
り
響
く
中
、
勇
壮
な
暎
擬
合
戦
を

披
露
し
ま
す
。

ま
た
、
当
日
は
藤
田
中
心
街
約
五

召
卩
を
歩
行
者
天
国
と
し
、
ミ
ニ
ｓ

Ｌ
弁
慶
号
運
行
、
わ
ん
こ
そ
ぱ
大
喰

コ
ン
テ
ス
ト
。
大
声
コ
ン
テ
ス
ト
、

ジ
ュ
ー
ス
早
飲
み
コ
ン
テ
ス
ト
を
は

じ
め
と
し
た
楽
し
い
コ
ン
テ
ス
ト
の

開
催
、
美
味
模
擬
店
の
出
店
な
ど
多

彩
な
イ

ベ
ン
ト
を
催
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
十
月
二
十
九
日
か
ら
十

一
月
五
日
ま
で
は
奥
州
合
戦
八
百
年

記
念
企
両
展
を
閧
催
し
、
県
立
博
物

館
所
蔵
の
「
赤
糸
威
大
鎧
一

の
限
示
、

阿
津
賀
志
山
防
塁
の
パ
ノ
ラ
マ
橈
型

な
ど
を
展
示
し
ま
す
。

ぜ
ひ
、
町
民
多
数
の
皆
さ
ん
お
誘

い
合
わ
せ
の
う
え
、
ご
来
場
、
ご
鑑

賞
を
お
願

い
し
ま
す
。

義
経
ま
つ
り

武
者
行
列

1
0月
2
9日
（

日
）
藤
田

中
心
街

○
出
陣
式

午
後
１
時
3
0分

福
祉
セ
ン
タ
ー
広
場

〇
槓
擬
合
戦

Ｔ
後
３
時

藤
田
小
学
校
校
庭

○
帰
陣
式

午
後
５
時

柵
祉
セ
ン
タ
ー
広
場

《
武
青
行
列
順
序
）

①
町
内
各
小
学
校
児
童
鼓
笛
隊

②
手
づ
く
り
甲
胄
隊
（
県
北
中
生
徒
）

③
正
式
武
者
行
列

り下東公経義の町泉平県手岩たれわ行に日３月５年今▲

〈義経まつり 武者行列通遇予定時刻〉

往 路 福祉センター 広場→つくだや酒店前→新叶屋菓子店前→役場→藤田小学校
13 : 50 14 : 00 14 : 20 14 : 30 14 : 40

復 路 藤田小学校→新叶屋菓子店前→商工会前→ホームセンターゴトー→福祉センター広場
15 : 30 15 : 40 16 : (X) 16 : 10 16 : 20

※通過予定時刻は、都合により若干変更になる場合かあります。

奥
州
合
戦
八
百
年
配
念

企
画
展

1
0月
2
9日
（
日
）
～
1
1月
５

日
（
日
）

国
見
町
福

祉
セ
ン
タ
ー
　

講
堂

○
鎧
の
展
示

福
島
県
立
博
物
館
仁
常
設
展
示
さ

れ
て
い
る
「
赤
糸
威
大
鎧
」
を
展

示
。

○
防
塁
模
型
の
展
示

町
内
和
紙
人
形
ク
ラ
ブ
・
日
本
画

ク
ラ
ブ
・
町
郷
土
史
研
究
会
か
共

同
で
製
作
し
た
阿
津
賀
志
山
防
塁

の
パ
ノ
ラ
マ
嗅
型
を
展
示
。

○
写
真
パ
ネ
ル
の
展
示

町
文
化
財
保
護
審
議
会
か
取
材
し

た
東
日
本
各
地
に
残
る
関
連
遺
跡

の
写
真
を
展
示
。

奥

州
合

戦

八
百

年
記

念

農

業

祭

1
0月
2
9日
（
日
）
午
前
８

時
4
5分
～

圃
見
町

農
協
前
庭

岡
見
町
農
業
哂
実
行
委
員
会
で
は
、

も
ち
つ
き
大
会
、
鯉
の
釣
堀
、
農
産

物
直
売
な
ど
楽
し
い
催
し
物
を
準
備

し
て
。
皆
さ
ん
の
ご
来
鳩
を
お
待
ち

‐
‘
て
お
り
ま
す
。

Ｃ
農
産
物
品
解
会
及
び
農
示
即
売

○
鰉
の
的
堀

午
前
９
時
か
ら

○
も
ち
つ
き
大
会

午
前
1
0時
、
1
1時
、
午
後
１
時

○
カ
ラ
オ
ヶ
大
会

午
前
1
0時
3
0分
（
先
着
2
0名
）



あなたも参加しませんか

楽しいイベント案内（10月29日）

ミニＳＬ 弁慶号運 行

時間　10:00～17:00

場所　商工会前

※武者行列通過中は休みます。

わんこそば大喰コンテスト

時問14: ３０～16: ３）

場所 熊谷医院齣

先着100 名

大声コンテ スト

時悶　15:3()～17:00

場所　村上医院鵑

先着100 名

ビール早飲みコンテスト

時間　12 : 30～14 : 00

場所　沢屋酒店前

先着100 名

ジュース早飲みコンテスト

畤lll】15:30 ～16 : 31

堺所　藤田郵便闘前

先着 ２００名

美 味 模 擬 店

時間　10:00 ～17:00

場所　福信岡見支店駐車場

やきとり・おでんほか

※ イベント参加はすべて無糾です ※ 各コンテストJI位人貧者には記念l･ロフｆ一逃呈

〈武者列行程および駐車場案内図〉

10月29日は、午前９時30分から午後5  時 30分まで

福島交通バス路線が変更になりますので、停留所

は公立藤田総合病院前か古田モーター前（国道四

号線）をご利用＜ださい。

駐車場
○国 見町役場　○山崎運動場　Ｏ生協国見店　Ｏ公立藤ｌ 総合病院　 ○国 見電子　Ｏ睦商会

※山崎運動場から農協までは、無料バスかピストン輸送いたします。



度決算（一般会計） 歳　　入 二
十
七
億
三
千
百
五
十
五
万
円

昭和63年度決 算 報 告
９月定 例議会 で。昭 和63 年度一般 会 針と特 別会 計の決

算か認 定さ れました 。決 算とは 一定 期間内 におけ る収 入

お よび 支出の 総火績 を明ら かに するこ とで 、町民 の杵 さ

ん か納め た 税命はい くら か、そ の 脱金は どのよ うに 使わ

れ てた のか 、その あら まし を見て みまし ょう。

63 年度 の一般 会計の 決算額 は。歳 入 が27 億 3 靆 54万8千

円。歳 出 が26  億 6.022 万9千円 です。 実 質収入 額7 . 1 引万9

千円 から地 方自 治法第233 条 の2の規 定 による基 金繰 入額3.6

万円 を差引 いた 額（3,531 万 ９干円 ） が平 成元 年慶

へ繰 越さ れました 。

昭和63 年度の当初 予 算額23 億l, 0 万円 に 対し、 決算

額が27  億 3 ﾕ 54万8 千円 になった ので す から 、約18 ％ の伸

びとい うこ とに なり ます。

町税の内訳

１人当りでは

人ってくるお金や使わ

れるお金を。町民一人当

りで割ってみるとどうな

るでしょう。（一般会計

の場合）

（　）内の数字は昨年度。

（人口は、62年３月31日

－12,181人、63年３月31

日-  ､ 103人）

歳
　

入

た ばこ消 費税 町　　民　　税 固 定 資 産 税

4 .367円(  4.4 円） 22.812 円(  .6 ? 7円）
.0

 加円(  22 ､ 753円）

特別土地保有税 軽 自 動 車 税 電　　気　　税

101 円 （40円）） 954円(  9 円）） 2､486円（2､503 円）



グラフで見る 昭和63年歳　　出二
十
六
億
六
千
二
十
三
万
円

特　別　会　計　決　算
○国民健康保険持別会計

歳入　７億3,170万円

歳出　6  億 4.432万円

Ｏ老人保健特別会計

歳入　5  億 1.705万円

歳出　 ４億れ 8 万円

○貝田簡易水道特別会計

歳入　　1  . 705万円

歳出　　1.6  四万円

○育英特別会計

歳入　　　556万円

歳出　　　S49 万円

○公共下水道事業持別会計

歳入　　7.  2万円

歳出　　7.7 万円

○渇水対簗施設持別会計

歳入　　3.498万円

歳出　　2､294万円

○宮後住宅団地宅地分譲事業特別会計

歳入　　3.  国 5万円

歳出　　3.  図 5万円

○入山財産区特別会計

歳入　　　4％万円

歳出　　　487 万円

○藤田財産区特別会計

歳入　　　486 万円

礎出　　　482 万円

○人木戸財産区持別会計

歳入　　　　35 万円

歳出　　　　8 万円

○石毋旧財産区特別会計

歳入　　　　34 万円

歳出　　　　29 万円

歳

出

鵆　　生　　費 教　　育　　費 土　　木　　費 総　　務　　費

,
 949円(  2 れ 512円） 363M 円(  31 . 791円） 42.226円 （29.406円） 45.723 円(  27 , 引 0円 ）

消　　防　　費 民　　生　　費 公　　債　　費 農 林水産業費

8.912円(  8.6 円） .
 791円(  12 ､ 614円） , 317円08.447 円） .509円(  16.160円）



水道事業決算額

一般会計決算額(歳出)の推移
収
　

益
　

的
　

収
　

支

�

収
　

人

�
支
　
出

資

本

的

収

支

� 収
入
�
支
　
出

営 葉 収　益 �ｌ億4 靆 78万円

営 業 外 収 益 �467 万円

針 �１億4､645万円

営 業 費　用 �１億932 万円

営 業 外 費 用 �1  .215万円

計 �一 億 2.147万円

計 � Ｏ円

建 設 改 良 賢 �1  .159万円

企 業 憤償遍 金 �324 万円

計 �l.  4 万円

※資本的収入額が資本的支出額に不足する韻

l,  3万円は，遇年度分損益勘定留保資金

9万円及び減債積立金324 万円で補で

んした。

昭和59年哽64)年度61 年度62 年痩63 年廩

献
血
に
1
4
1
名
が
協
力

九
月

二

十
七

日

、
県

の
移
助

採
血

車

が
来

町
し

ま
し

た
。
今

回
は

生
協

国

兇
店

前
を

は
じ

め
、
町

内
七
ヶ

所

で
献
血

活
動
を

行

い
、
川

名

（
中
し

込
み
者

は
一一一
名

）
の
方

々
に
ご
協

力

を

い
た
だ
き

ま
し

た
。

（
順

不
同

・

敬
称
略

）

・
印
の
方
は
四
〇
〇

∝
協
力
者
で
す
。

（

一

般

協

力

》

三
の
岫

ミ
ド
り

森
　
　

栄

山

髀

野

米

生

武

田

安

孝

阿

部

笑
和
子

中

潟

千

春

高

橋
　

力

繝

戸

と
み
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・
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藤

秀
　
一

・
佐
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勝

弘

安
孫
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友
由
笶
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険
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千
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光
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嶋
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憲
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収
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義

則

遠

牒

驚

雄

〈
県
北
中
学
校
》

紺

野

よ
し
え

後

鵬
　

功

安
孫
子

弘

美

・
佐
々
木

芳

夫

悗
久
間

ッ
ヤ
子

山

崎

順

子

椈

月

保

子

剩

地

多
美
子

大

森

忠
治
郎

角

田

栄

子

高

野

孝

男

大

竹

秀

男

｛

県

北

流

域

下

水

遭

建

設

事

務

所

｝

安

彦

泰

広

三

浦

雄

三

《
一

見
町
役
鳩
）

蓬

田

恭

子

氏

田

幹

人

佐

藤

則

雄

山

田

陽

子

羽

根

洋

一

谷

瘁

富

夫

阿

郎

郁

男

齢

木

哲

也

古

田

吉

夫

佐
久
間
　
　

茂

引

地

由

則

松

浦

昭

一

佐

藤
　

孝

廣
居
さ
ん
ら
に
銀
色
有
功
章

三
十
回
以
上
の
献
血
協
力
者
に
贈

ら
れ
る
日
本
赤
十
字
社
の
銀
色
有
功

章
が
、
廣
居
爾
夫
さ
ん
（
森
山
掌
中

ノ
目
5
7）
と
阿
部
洋
一
さ
ん
（
大
木

戸
字
熊
久
根
1
1の
１
）
の
お
二
人
に

贈
ら
れ
ま
し
た
。
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福聚寺本尊
もくぞう こ く ぞう ぽ さつぞう

木造虚空蔵菩薩像

菊　池　利　雄
４虚空蔵菩薩慊

国
見
町
光
明
寺
の
福
聚
寺
は
。
鎌

倉
時
代
の
中
期
伊
遼
畋
依
が
曽
祖
母

伊
達
朝
宗
夫
人
・

結
城
氏
の
‘
’
貮
を

弔

フ
た
め
に
建
立
し
た
『
伊
達
五
山
』

の
一
つ
で
あ
る
、
光
明
寺
の
塔
中
と

い
わ
れ
る
。

本
尊
は
木
造
虚
空
蔵
菩
薩
で
。

ぶ

建

罸

ぷ

４

｛
Ｕ

Ｊ

が
嵌
入
、
仏
体
は
鎬
漆
地
。
仏
高
は

二
七
・
八
ぺ
ｕ

を
は
か
り
、
作
製
の

年
代
は
十
四
世
紀
後
半
の
府
北
朝
時

代
。
鎌
倉
ま
た
は
京
在
住
の
仏
師
の

作
と
さ
れ
る
。（
四
ｕ

り

虚
空
蔵
に
は
。
そ
の
広
大
無
辺
の

功
徳
か
虚
空
（
大
空
）
の
よ
う
に
、

大
き
い
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
こ
の

菩
薩
は
奈
良
時
代
か
ら
智
恵
の
仏
と

し
て
、
慈
悲
の
仏
地
蔵
菩
薩
と
並
ん

で
、
庶
民
に
厚
く
信
仰
さ
れ
、
特
に

平
安
時
代
の
末
期
に
は
そ
の
造
像
が

盛
ん
で
、
美
し
い
女
性
的
な
菩
薩
像

と
し
て
表
現
さ
れ
て
い
る
。
後
世
に

は
こ
の
菩
薩
は
笑
人
の
代
名
詞
と
し

て
用

い
ら
れ
て
い
る
ほ
ど
で
あ
る
。

｛
『
歴
史
散
歩
事
典
』
｝

こ
の
仏
像
の
解
題
に
つ
い
て
は
、

先
日
こ
の
仏
像
の
調
査
に
あ
た
ら
れ

た
、
福
島
県
立
博
物
館
の
主
任
学
芸

員
若
林
繁
氏
の
書
か
れ
た
『
中
通
り

仏
像
』
の
解
脱
に
、
若
干
の
注
を
添

え
て
統
ん
で
い
た
だ
く
こ
と
に
す
る
。

劑
ｔ

ａ

貿

漂

）
を
欠
く
が
ヽ
頭

髪
を
か
黻
齡

と
し
割
甼

１

Ｓ

）
を

載
く
・

恥
ｔ

？

は
貫
わ

な
い
・

右
府
、
右
腕
に
一
、
芒

舒

舁

黔
Ｊ

を
か
け
る
・

歉
き

頡

Ｊ

は
左
肩
を

履
い
、
右
肩
に
少
し
か
か
る
。
左
手

屈
臂
４
４

｝
し
て
前
に
出
し
、
蓮
台

上

狸

｝
の
詛

｛
Ｕ

を
４

右
手
屈
臂
し
て
膝
上

ａ

の
｝
に
置
き
。

剩

を

と

る

。

左

足

を

上

に

し

て

結

跏

糺

か

ａ

躇

驃

す

る

。

構

造

は

、

頭

体

幹

郁

通

し

て

両

耳

後

、

体

測

を

通

る

線

で

前

後

に

二

材

を

畍

ぎ

心

蝌

４

Ｕ

祓

。
ｙ

し

、

的

部

宙

は

三

道

下

４

｛

｝

で

、

後

部

材

は

襟

の

線

で

そ

れ

ぞ

れ

頭

部

を

割

矧

ぐ

。

両

肩

よ

り

地

付

ま

で

通

し

て

、

各

一

材

を

体

測

に

矧

ぐ

。

脚

部

’皿
ｔ

は

横

に

一

材

を

矧

ぐ

・

黏

が

Ｉ

ヽ

茆

Ｆ

ｙ

」
矧

ぐ

。

両

手

酊

酊

召

）

袖

口

部

を

そ

れ

ぞ

れ

矧

ぐ

か

、

こ

れ

ａ

靼
一
’

心

膸

｀

）
？

？

。

当

時

は

も

と

こ

の

付

近

に

あ

っ

た

、

伊

遠

（

　

蓄

　

ど

　

飛

定

め

む

五

箇

寺

ダ
　
宿
　
冐
　
ヨ
　
卩

い
Ｉ

ゴ

つ

、

光

明

寺

の

塔

中

公

ぬ

？

で

あ

っ

た
・

背

後

に

文

治

奥

州

合

戦
　

（

一

一

八

九

年

）

で

戦

功

を

あ

げ

、

伊

達

郡

を

暘

わ

っ

た

伊

達

朝

宗

（
Ｘ
Ｉ

珊
々
毆

冷
光

゛
の
　
　

岫
峨
朝
誥

ｓ
＆
衿一
（

、
聊
皋
は

含

呀
火

居
士
－
　

室

’一
粲

｀
甼

篇

゛
″
！

＾
″
一

）

の

戡

か

あ

り

、

こ

の

墓

を

守

る

寺

と

し

て

続

い

た

と

い

わ

れ

る

。

こ

の

像

は

当

時

の

本

尊

で

あ

る

。

繊

細

な

表

情

に

ゝ

扣

ぎ

鷁

り

）

の

彫

出

し

は

浅

く

な

っ

て

い

る

が

、

脚

部

に

は

な

お

う

ね

る

よ

う

な

衣

文

表

現

が

見

ら

れ

る

。

※

会

津

若

松

市

の

県

立

博

物

館

で

は

、

９

月
2
2

日

よ

り
1
1

月
2
6

日

ま

で

『
中

通

り

の

仏

像

展

』

が

開

催

さ

れ

て

い

る

。

福

聚

寺

の

木

造

虚

空

蔵

菩

薩

坐

像

も

出

展

さ

れ

て

お

り

、

御

観

覧

を

願

え

れ

ば

幸

で

す

。

国
保
コ
ー
ナ
ー

医
療
費
節
約
の
た
め
の

心

が
け

①
家
族
ぐ
る
み
で
健
康
づ
く
り
を

②
早
期
発
見
・
早
期
治
療
を

健
康
な
家
庭
に
荊
気
は
寄
り
っ
き

ま
せ
ん
。
何
か
か
ら
だ
に
い
い
こ

と
ｔ`
。

健
康
診
断
な
ど
は
積
極
的
に
受
け

ま
し
ょ
う
。

③
ハ
シ
ゴ
受
診
は
や
め
よ
う

検
査
、
処
置
、
注
射
、
薬
な
ど
を

や
り
直
す
た
め
に
、
医
療
費
の
ム

ダ
使
い
と
な
り
ま
す
。

④
診
療
時
間
内
に
受
診
を

急
病
の
場
合
は
と
も
か
く
、
時
間

外
は
加
算
料
金
が
っ
く
し
、
医
者

の
負
担
に
も
な
り
ま
す
．

⑤
薬
ね
だ
り
は
や
め
よ
う

や
た
ら
に
ね
だ
る
、
指
示
ど
お
り

に
飲
ま
な
い
、
い
ず
れ
も
医
療
費

の
ム
ダ
使
い
と
な
り
ま
す
．

保

険
証

の
更

新
は

お
済
み
で
す
か

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
（
国

民
健
康
保
険
証
）
が
更
新
さ
れ
、
1
0

月
１
日
か
ら
新
し
い
保
険
証
と
な
り

ま
し
た
．

今
ま
で
大
学
生
の
方
な
ど
に
交
付

さ
れ
て
い
た
＠

保
険
証
と
、
出
線
ぎ

の
方
な
ど
に
交
付
さ
れ
て
い
た
耆
保

険
証
の
有
効
期
限
も
、
９
月
3
0日
で

切
れ
ま
し
た
．

今
後
も
引
き
続
き
母
、
＠

保
険
証

の
交
付
を
受
け
た
い
方
は
．
新
た
に

申
請
番
を
提
出
し
て
い
た
だ
か
な
く

て
は
な
り
ま
せ
ん
．

申
請
に
は
．
新
し
い
保
険
証
、
印

鑑
、
今
ま
で
交
付
さ
れ
て
い
る
＠
、

＠
保
険
証
を
ま
だ
返
納
し
て
な
い
方

は
保
険
証
を
持
参
の
上
、
保
健
課
国

保
係
に
お
い
で
く
だ
さ
い
．

な
お
、
＠
保
険
証
を
受
け
よ
う
と

す
る
方
で
．
今
年
４
月
以
降
在
学
証

明
書
を
提
出
し
て

い
な
い
方
は
、
在

学
証
明
書
も
添
付
し
て
い
た
だ
く
よ

う
に
な
り
ま
す
．



ね
た
き
り
老
人

家
庭
看
護
法
講
習
会

日
赤
福
鳥
県
支
部
か
ら
講
師
を
迎

え
、
ね
た
き
り
老
人
家
庭
看
護
法
講

習
会
を
開
催

い
た
し
ま
す
の
で
、
ね

た
き
り
老
人
を
か
か
え
て
お
ら
れ
る

方
な
ど
お
気
怪
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

◇
日
　
時

十
月

二

十
五
日
（
水
）

十

一
月

八
日
（
水

）

二
日
間

午
前
十
時
か
ら
正
午
ま
で

◇
場
　
所

国
見
町
福
祉
セ
ン
タ
ー
老
人
子
ど

も
室

※
講
習
料
は
無
料
で
す
。
詳
し
く
は
、

国
見
町
公
民
館
（
Ｓ
八
五
－

二
六
七

六
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

テ

レ

ビ

ー
ラ

ジ

オ

の

電
波

障
害

防
ｉ

に

ご

臨

力

を

十
月
は
「
電
波
障
害
一
掃
月
間
」

で
す
．

電
波
は
目
に
は
見
え
ま
せ
ん
か
、

テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
の
放
送
・
通
侶
な

ど
に
利
用
さ
れ
、
私
た
ち
の
生
活
に

欠
か
せ
な
い
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

電
気
機
器
の
使
川
技
術
、
取
り
付

け
技
術
の
不
倫
、
不
良
製
品
の
使
川

な
ど
に
よ
り
電
波
障
害
か
発
生
し
ま

す
。ま

た
。
ピ
ル
な
ど
の
建
造
物
に
よ

っ
て
も
電
波
障
嘗
が
発
生
し
ま
す
。

電
波
障
害
か
発
生
し
た
ら
障
害
原

因
を
飼
査
し
、
電
波
障
害
を
な
く
し
　

電
波
障
害
に
閧
す
る
お
問
い
合
わ

せ
は
、
福
鳥
県
電
波
障
害
防
止
協
議

会
へ
。

福
鳥
市
北
五
老
内

町
一
－

五

Ｎ
Ｈ
χ

孫
鳥
放
送
局
内

一
三
五
一

一
一
九
一

労
働
保
険
の
加
入
は

お
す
み
で
す
か

労
働
保
険
（
労
災
保
険
．
服
用
保

険
）
は
、
労
働
者
が
労
働
災
害
や
失

業
な
ど
の
保
険
事
故
の
と
き
必
要
な

保
険
給
付
を
行
い
、
生
活
の
安
定
・

社
会
復
帰
の
促
進
・
再
就
職
の
促
進

な
ど
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
制

度
で
、
労
働
者
一
人
以
上
使
用
し
て

い
れ
ば
加
入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
．ま

だ
手
続
き
か
お
す
み
で
な
い
事

業
主
の
方
は
最
寄
り
の
労
働
基
準
監

督
署
・
公
共
職
業
安
定
所
に
お
出
掛

け
く
だ
さ
い
・

福
島
労
働
基
準
局

福
島
県
商
工
労
働
部

標
準
小
作
料
は

ご
存
知
で
す
か
？

国
見
町
農
業
委
員
会
で
は
、
農
地

を
借
り
て
耕
作
す
る
場
合
の
小
作
料

の
基
準
と
な
る
『
標
串
小
作
糾
』
を

次
の
よ
う
に
定
め
て
お
り
ま
す
。

1
0Ｊ
当
り
収
量
4
5
0
㎏

程
度
�
1
0

ｙ

当
り
収
量
5
1
0
㎏

程
度
� ほ

場
整
蛔
地
区
全
域

及
び
平
坦
部
で
扣ｙ

当
り
収
Ｍ
呷

箟

度

�
区
　
　

分

二
万
一
千
円

�
二
万
七
千
円

�
一
・
一
万

こ

千

円

�
嫖
準
小
作
料

◇

平
成
四

年
度

ま
で

適
用

。

◇
1
0ｙ

当
り

桐
㎏
以
下

の

田
お
よ

び

畑

に
つ

い
て
は

定

め
な

い
。

標

準
小

作
料

に
つ

い
て

の
ご
照
会

、

ご
柵
談
は

農
業

委
八
会

事

務
局
ま
で

。

（

酋
八
五
－

二

一

一
一
内
線

二
三

四
）

ご
存
知
で
す
か
？

医
薬
品
副
作
用

被
害
救
済
制
度

医
薬
品
は
、
人
の
健
康
の
保
持
増

進
に
欠
か
せ
な
い
も
の
で
す
か
、
そ

の
使
用
に
当

た
っ
て
万
全
の
注
意
を

払
っ
て
も
な
お
副
作
用
の
発
生
を
防

叱
で
き
な
い
場
合
か
あ
り
ま
す
．

医
薬
品
を
適
正
に
使
川
し
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
副
作
用
に
よ
る
健
康
被

害
（
入
院
を
必
要
と
す
る
程
度
の
疾

病
又
は
障
杏
、
死
亡
）
が
発
生
し
た

場
合
に
、
医
療
費
、
医
療
手
当
．
障

害
年
金
．
障
害
児
養
育
年
金
、
遺
族

湾
・
金
．
遺
族
一
時
金
．
葬
祭
料
の
諸

給
付
を
行
い
、
こ
れ
に
よ
り
被
害
者

の
救
済
を
図
ろ
う
と
す
る
の
が
、
こ

の
救
済
制
度
で
す
．

制
度
の
仕
組
み
を
解
説
し
た
パ
ン

フ
レ
.７
卜
及
び
請
求
用
紙
、
詳
し
い

お
問
い
合
わ
せ
は
、
〒
９
東
京
都
豊

島
区
東
池
袋
Ξ
Ｌ
一
１

て

サ
ン
シ

ャ
イ
ン
6
0『
医
薬
品
副
作
用
被
害
救

済
・
研
究
振
興
基
金
総
務
部
企
画
課

相
談
係
』
（
霖
○
三
ｌ
九
八
八
―
二

Ｉ
○
一
）
ま
で
．

違
反
建
築
を

な
く

し

ま
し

ょ
う

戸・

1
0月
1
1日
か
ら
1
7日
ま
で
の
一
週

間
。
辿
股
省
、
福
島
県
で
は
町
や
関

係
団
体
の
協
力
を
得
て
、
違
反
建
築

防
止
週
間
を
実
施
し
ま
す
。

こ
の
週
間
の
目
的
は
、
良
好
な
市

街
地
の
環
境

が
形
成
さ
れ
る
よ
う
、

ま
た
個
々
の
建
築
物
の
安
全
性
が
確

保
さ
れ
る
よ
う
理
解
を
深
め
て
い
た

だ
く
こ
と
で
す
。

み
ん
な
で
注
意
し
て
違
反
建
築
を

な
く
し
ま
し
ょ
う
。

農
地
違
反
転
用
を

な
く
し
ま
し
ょ
う

今
月

は

『
農
地
違

反
転
用
防

止
強

化

月
間

』
で
す

。
こ

れ
は
、

農
地
を

無

断
で

転
用
し

た
り

、
肝
可
内

容

に

違

反
す

る
転
用

の
未
然

防
止

と
早
鯛

発
見

に
努

め
。
農
地
法

の
適
正

励
行

を

破

保
す

る
こ

と
を

目
的
と

し
て

い

ま

す

。

農
地

を
農
地

以
外

の
用
途

、
住
宅

地

、
駐

車
場
を

は
じ

め
、
資
材

置
場

や
道
路

、
山
林

な

ど
に
許
可

な
く
無

断

で
転
用

す

る
こ

と
は
で
き
ま

せ
ん

。

農
地

は
優
良

農
地

の
保
全

と
有
効

利

用
の

点
か

ら
、

農
地
法

に
よ

り
て

他

の
用

途
に

転
用
す

る
こ

と
か
規

制

さ

れ
て

い
ま
す

。

農
地
を

転
用
す

る
に

は
、
一
定

条

件

の
も

と
、
県

知
事
等
の

許
可

が
必

嬰

と
な
り

ま
す

。
許
可
な

く
転
用

す

る

と
、
も

と
の

農
地
に
復

元
さ
せ

ら

れ

る
な

ど
、
厳

し
い
措
置

が
と

ら
れ

ま
す

。
農
地

の
こ
と

は
、
安
易

に

考
え

た

り

、
自
分
勝

手

に
判
断
せ

ず
、

お
近

く
の
ａ

業

委
員
、

又
は

町
農
業

委
員

幺

に
相
談

し
て
下

さ

い
。

優
良

農
地

の
破
保

と
有
効
利

用
を

進
め
、
国

見
町

か
ら
無

断
転
用

。
違

反

転
用

を
な
く

し
ま
し

ょ
う

。

詳
し
く

は

、
農
業
委

員
会

事
務
恥

（
ｓ

八

五

―
二

一
一
一
内

線
二

三
四

）

へ
お
問

い
合
わ
せ

く

だ
さ

い
。



ス

ト

ッ

プ

産
業
廃
棄
物
の

不

法
投
棄

廃
棄
物
は
、
法
令
の
基
準
に
従

り

て
適
正
に
処
理
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
が
、
産
業
廃
棄
物
、
特
に
建
設

工
事
現
場
か
ら
出
る
コ
ン
ク
リ
ー
ト

破
片
・
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
く
ず
・
木
く

ず
な
ど
の
不
法
投
棄
は
後
を
絶
ち
ま

せ
ん
。

ま
た
。
最
近
で
は
『
土
地
を
貸
し

て
も
ら
え
ば
、
畑
と
し
て
使
え
る
よ

う
に
し
て
返
す
Ｊ
と
い
う
甘
い
言
葉

に
乗

り
て
土
地
を
貸
し
た
と
こ
ろ
、

借
地
人
が
第
三
者
か
ら
お
金
を
と
り

て
産
業
廃
棄
物
を
捨
て
さ
せ
て
い
た

た
め
。
土
地
所
有
者
が
訴
訟
を
起
こ

し
た
と
い
う
例
や
、
別
な
名
目
で
土

地
の
貸
借
契
約
を
結
ん
だ
と
こ
ろ
。

実
際
に
は
、
土
地
所
有
者
の
知
ら
な

い
う
ち
に
産
業
廃
棄
物
を
入
れ
た
ド

ラ
ム
缶
な
ど
を
多
曩
に
運
び
込
み
埋

め
立
て
た
例
な
ど
、
土
地
の
貸
借
に

か
ら
ん
で
土
地
所
町
者
を
巻
ぎ
込
ん

だ
廃
棄
物
の
不
法
投
棄
事
件
か
目
立

り
て

い
ま
す
．

こ
う
し
た
廃
豪
物
の
不
法
投
豪
を

未
然
に
防
止
し
．
快
適
な
生
活
環
境

を
守
る
た
め
に
町
民
み
な
さ
ん
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
．
も
し
、
廃

棄
物
の
不
法
投
棄
現
場
を
兇
見
し
た

場
合
は
役
場
保
健
採
へ
ご
連
絡
く
だ

さ
い
．

自
衛

官

募

集

防
衛
庁
で
は
陸
・
海
・
空
の
自
衛

官
を
募
集
し
て
い
ま
す
．

◇
募
集
区
分
及
び
応
募
資
格

二
等
陸
・
海
・
空
士
（
男
子
）

十
八
歳
以
上
二
十
五
歳
未
満

◇
受
付
期
間

平
成
二
年
三
月
末
ま
で
常
時

手
続
き
な
ど
詳
し
く
は
．
自
衛
隊

團
柚
募
集
案
内
所
（
雲
三
一
一

五
五

二
九
）
ま
た
は
役
場
住
民
課
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ご
存
知
で
す
か
？

事
業
主
の
退
職
金
制
度

『
小
規
膜
企
楽
共
済
制
度
』
は
、

い
わ
ぱ
国
か
つ
く
っ
た
事
業
主
の
退

職
金
制
度
で
す
．
事
業
主
で
あ
る
あ

な
た
か
第
一
線
を
退
い
た
と
き
な
ど

に
．
法
律
で
定
め
ら
れ
た
共
済
金
が

支
払
わ
れ
ま
す
．
掛
金
は
全
額
所
得

控
除
と
な
り
、
節
税
を
し
な
が
ら
財

産
づ
く
り
の
お
役
に
立
ち
ま
す
．

こ
の
制
度
の
詳
し
い
内
容
は
、
国

見
町
商
工
会

（
一

八
五
一

二
二
八
〇
）

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
．

青
年
海
外
協
力
隊

募
集
説
明
会

◇
資
　
格

二
十
歳
か
ら
三
十
九
歳
ま
で
の
青

年
男
女

◇
派
遣
期
間

二
年
間

◇
派
遣
職
種

農
林
水
産
、
加
工
、
保
守
操
作
、

土
木
建
築
、
保
健
衛
生
、
教
育
文

化
．
ス
ポ
’・
ツ
な
ど
約
百
五
十
種

◇
説
明
会
日
時
・
場
所

1
1月
９
日
（
木
）

午
後
６
時
半
か
ら
８
時
半
ま
で

福
島
市
市
民
会
館

詳
し
く

は
、
福
島
県

県
民

生
活

諜

国
際
交

流
室

（
魯
一・一
一
－

一
一
一

一
）

に
お
問

い
合

わ
せ
く

だ
さ

い
．

今
月
の
納
税

十
月
は
、
町
県
民
税
・
国
民
健
康

保
険
税
｛
第
三
期
｝
の
納
税
の
月
で

す
。お

忘
れ
な
く
、
納
期
内
（
十
月
三

十
一
日
ま
で
）
に
納
入
し
ま
し
ょ
う
。

戸 籍 の 窓 口
（９月受付分）

出生おめでとうござい ます

子 の 名　保 鏝 者　 町内会

一 英(いちえい)新井 文英 並　 柳

真 衣(ま　 い〉渡辺 一郎 徳 江 北
鯵 貴(ゆ うき)中田 幸司 石毋田西

亜沙子(あ さ こ)松浦 幹夫 大 木戸
葵 里(み さ と)高橋 一博 高　 城
慎 也(し ん や)石川 正博 第　 四

渉( わた る)菊地　 隆 第　 十

七 皿(な な え)八巻 重光 第　 七
紗由美(さ ゆ み)武田 将幸 山　 恨

結婚おめでとうございます

氏　　 名

渡 郎 勝 利
松 浦 信 子

菅 野 芳 永
紺 野 悦 子

町内会

高　 城
宮　 前
大町 北

福 鳥市

おくやみ申し 上げます

氏　　 名　　　 年齢　　 町内会

佐 藤 一 郎　　64　　 鳥　 取

松 浦　ヨシエ　　67　　 高　 城

艦久関　ト　シ　　58　　 第　 一

瀬 戸 七　ツ　　85　　 中　 部

鈴 木　コ　ト　　78　　 原　 町

山　ロ　ノプ子　　55　　 山崎小館

遠 藤 １,一一　　76　　 並　 柳

野 村 文 男　　5S　　 板　 檎

八 魯　　 正　　67　　 第 十 一

人口 と 世 帯
;10月１日現在(前月比)９月中のうごき

人
口

･男5.7 人(  十 5 )

･女6  , 216人(  1  )

･訃11,960 人(  十 6 )

世帯数2  , 7戸(  十 3 )

転 入25 人

転 出　19人

出 生j9 人

死　 亡　９人

心配ごと相談日
場 所 ： 役場 二階 相談 室1 東偉入口ｔらお入り下きい）

時 間 ： ９ 時 ～121 孝

こ まったことや、相談ごとがあり ましたら、

お飢軽にご相談下 さい。秘密は絶対に守ります。

〔相 破μ 〕

10月 日 (水）秡沢　 正・山内 聴子

11月４日（土）鈴木 正雄・牧野 容子
11月 日 (水）斎藤　光夫・粟瀬 貞子

10月　 神無月（かんなづさ ）

日 ( 水）統計の1ﾖ

日 ( 金 ) えぴす講

23日（月）電信電話記念日

26日･（木）原子力の日

J7 日‥（金）j踈書週間jlld＿.,__　 ＿＿._　　＿

ｎ 月　 霜月（しもっき）

１日（水）灯台記念日

３日（金）文化の日

７口（火）立 冬　　　1

ll  日 (土）税を知る週間

15町（泰匕りi;三 ，●洫･一一一 － 一二-－



公
民
館
だ
よ
り

国 見 町 公 民 館

8 5 ｰ 2 6 7 6

（有)  4  ｰ  5  6

就
任
の

ご
あ
い
さ
つ

社
会
教
育
指
導
員

北

島

誠

倖

こ
の
た
び
。
十
月

｝
日
付
を
も
っ

て
社
会
教
育
指
導
員
を
お
引
き
受
け

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

永
年
学
校
教
育
に
携
わ
っ
て
参
り

ま
し
た
が
、
社
会
教
育
の
面
に
お
い

て
は
経
験
が
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
皆

様
方
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら

職
務
を
全
う
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。

私
の
仕
事
は
主
に
杜
会
体
育
関
係

で
す
の
で
皆
様
方
の
健
康
づ
く
り
や
、

ス
ボ
ー
ツ
カ
向
上
の
た
め
精
一
杯
努

力
し
た
い
と
存
じ
ま
す
の
で
よ
ろ
し

く
お
願

い
致
し
ま
す
。

奥
の
細
道
を

た
ず
ね
て

安

田

節

子

秋
を
感
じ
る
九
月
十
司
‐
日
私
達
婦

人
学
級
生
は
、
松
尾
芭
熊
の
ゆ
か
り

の
場
所
を
尋
ね
て
須
賀
川
迄
奥
の
細

道
旅
行
に
出
か
け
ま
し
た
。

元
禄
二
年
、
今
か
ら
二
百
年
前
、

芭
蕉
か
旅
し
た
地
を
逆
と
は

い
え
た

ど
り
な
が
ら
行
く
旅
は
何
故
か
わ
ぐ

わ
く
し
ま
す
。
私
も
奥
の
細
道
の
本

を
こ
わ
き
に
抱
え
て
で
か
け
ま
し
た
。

奥
の
細
道
を
読
む
と
、
小
哂
な
芭
蕉

か
と
ぽ
と

ぼ
と
曽
良
と
旅
を
し
て
い

る
様
子
か
浮
か
ん
で
き
ま
す
、。

須
賀
川
市
役
所
の
そ
ば
の
芭
蕉
記

念
館
を
尋
ね
ま
し
た
。
須
賀
川
の
駅

に
等
刷
と
い
う
も
の
を
神
ね
て
円
、

五
日
と
ど
め
ら
れ
る
と
耆
い
て
あ
り
。

”風
流
の
　
は
じ
め
や
奥
の
　
田
碵

う
た
”
　
　
”

世
の
人
の
　
見
付
け
ぬ

花
や
　
軒
の
粟
”
そ
の
句
か
ぴ
っ
た

り
す
る
建
物
で
し
た
。
そ
こ
に
は
俳

句
の
投
稿
箱
も
あ
り
ま
し
た
か
、
て

く
て
く
歩
い
て
い
な
い
私
は
悲
し

い

こ
と
に

”わ
ぴ
”
も

。
さ
ぴ
”
も
恩

い
浮
か
ば
ず
一
句
で
き
た
と
言
っ
て

い
る
友
の
肩
ご
し
か
ら
の
ぞ
く
ば
か

り
、
イ
ン
ス
タ
ン
ト
ラ
ー
メ
ン
の
よ

う
な
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。

牡
丹
園
の
脇
を
少
し
行
く
と
、
乙

字
ケ
滝
此
の
滝
を
見
な
か
ら
芭
蕉
は

何
を
考
え
た
の
だ
ろ
う
と
、
当
時
の

思
い
に
ひ
た
り
な
が
ら
升
瀬
農
場
に

向
い
ま
し
た
。
唱
歌
の
『
牧
場
の
朝
』

の
モ
デ
ル
に
な
『

た
所
で
園
内
は
花

に
包
ま
れ
て
、
時
川
を
つ
げ
る
か
ね

の
音
と
動
物
の
姿
が
牧
歌
的
で
の
ん

ぴ
り
と
し
た
気
分
を
味
わ
え
ま
し
た
、

帰
り
は
安
達
ケ
原
を
見
学
し
て
、
鬼

婆
か
堙
ま

り
て
い
る
と
い
う
川
塚
も

見
て
き
ま
し
た
。

川
四
号
線
に
は
松
並
木
も
見
ら
れ

昔
の
様
子
か
忍
ば
れ
ま
す
。

芭
蕉
と
自
然
に
浸
っ
て
、
明
日
か

ら
又
頭
張
ろ
う
と
思
っ
た
素
敵
な

］

日
で
し
た
。

▲芭蕉紀念館莉で（須賀川市）

が
ん
ば
っ
た
ぞ
!
!

国
見
代
表

第
八
回
伊
違
地
方
ス
ポ
ー
ツ
人
会

か
、
九
月
三
日
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
町
代
表
は
、
硬
式
テ
ニ
ス
｛
団

体
）
で
三
連
勝
す
る
な
ど
好
成
績
を

収
め
ま
し
た
。
成
績
は
次
の
通
り
。

◇
硬
式
テ
ニ
ス

団
体
職

艇
勝

国
兇
Ａ
气

連
勝
）

個
人
戦
（
ダ
ブ
ル
ス
）

絢
子

準
優
勝

佐
藤
光
之
、
商
鶴
光
雄

女
子

優
麟

古
田
ま
き
子
、
野
中
ゆ
み

◇
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

団

体

優

勝
（
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
ク
ラ
ブ
）

男

子
個

人
　

優
勝
　

松

浦

勇

◇
剣
道

団
体

優
防
（
国
見
町
剣
友
会
）

◇
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

六
人
制
団
体

準
優
勝
（
絵
夢
）

阿
津
賀
志
学
級

研
修
旅
行
紀
行

藤

田

勝

衛

あ

ぷ
く

ま
洞

に
は
多
く

の
人

か
行

か
れ

た
と
思

い
ま

す
か
、

私
は

今
回

か

］。。回
Ｈ

で

す

。
初
め
て

行

っ
た
時

は
、
そ

の
幻

想
の

世
界
に

圧
倒

さ
れ

て

匸
ぱ
も
あ

り
ま

せ
ん
で
し

た

。
二

回
目

に
行

っ
た
時

は
、
八
千

万
年

し

経
て
自

然

に
造
ら

れ
た
鐘

乳
石

や
石

筍

に
対

し
、

何
と

言
う
か
色

々

の
好

寄
心

に
科
学
す

る
気

持
ち

に
な

り
ま

し
た

。
今
回

行
［

た
時
は
数

千
万
叭

の
間
、
外

界

と
隔
絶

さ
れ

た
暗

黒

と

迷

宮
の

世
界

、
そ

ん
な
世
界

か
あ

っ

た
の
か
と
恐
怖
に
似
た
感
覚
に
お
そ

わ
れ
ま
し
た
。
い
つ
行
っ
て
も
、
あ

ぶ
く
ま
洞
は
我
々
の
生
活
し
て
い
る

社
会
に
は
な
い
、
貴
重
な
存
在
で
あ

り
、
い
つ
ま
で
も
こ
の
ま
ま
の
形
で

残
し
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

あ
ぷ
く
ま
洞
を
後
に
し
て
、
石
川

町
の
猫
啼
楓
泉
に
行
き
ま
し

た
。
こ

こ
に
も
私
は
何
十
年
か
前
に
行
き
ま

し
た
が
、
当
時
は
湯
治
客
相
手
の
旅

館
か
一
軒
あ
っ
た
に
す
ぎ
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
今
回
行
っ
て
驚
い
た
こ
と

に
棄
華
な
大
旅
館
に
変
わ
っ
て
い
ま

し
た
。

こ
の
土
地
は
歌
人
和
泉
式
部
の
伝

承
の
多
い
土
地
で
、
私
は
詳
し
く
は

知
り
ま
せ
ん
か
、
ロ
マ
ン
の
地
と
し

て
好
き
な
所
で
す
。

翌
日
は
自
河
の
南
湖
公
園
に
行
き

ま
し
た
。
南
湖
公
園
は
白
河
城
主
松

平
定
信
公
が
か
ん
か
い
川
水
と
し
て

造
成
し

た
湖
で
あ
り
、
今
は
国
の
史

跡
、
県
立
自
然
公
園
に
指
定
さ
れ
那

須
連
峰
を
眺
甲
し
。
景
麟
の
土
地
と

し
て
盛
え
て
い
ま
す
。
南
湖
神
杜
を

参
拝
し
、
あ
た
り
を
散
策
し
て
帰
路

に
っ
き
ま
し
た
。

私
は
旅
か
好
き
で
、
旅
に
は
ロ
マ

ン
か
あ
り
。
こ
の
ロ
マ
ン
を
迫
う
こ

と
を
知
ら
な
い
人
は
旅
の
良
さ
を
知

ら
な
い
と
言
わ
れ
て
も
仕
方
な
い
と

思
い
ま
す
・

観
光
ば
か
り
か
旅
で
は

な
く
、
た
と
え
短
い
旅
で
あ

り
て
も

旅
は
私
の
友
で
す
。



電
気
教
室
に参

加
し
て

吉

田

英

夫

電
気
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
光
や
力
及

び
熱
と
し
て
利
用
さ
れ
、
石
油
と
共

に
我
々
人
間
が
現
在
文
化
生
活
を
営

む
原
動
力
と
な
っ
て
い
ま
す
．
私
共

の
周
辺
に
も
日
常
生
活
に
欠
く
こ
と

の
出
来
な
い
電
気
製
品
か
数
え
き
れ

な
い
程
沢
山
あ
り
、
今
日
程
電
気
の

思
恵
を
受
け
て
い
る
時
代
は
過
去
に

な
く
、
電
気
の
な
い
幕
ら
し
な
ど
と

て
も
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
、
た
ま
た
ま
、

平
成
元
年
度
町
民
学
校
で
電
気
教
室

が
開
講
さ
れ
る
と
聞
き
、
早
速
受
講

の
申
し
込
み
を
し
ま
し
た
．

こ
の
電
気
教
室
は
六
月
二
十
八
日

か
ら
十
月
十
一
日
ま
で
の
六
回
コ
ー

ス
で
、
九
月
六
日
の
四
回
ま
で
は
毎

回
午
前
九
時
半
か
ら
午
前
十
一
時
半

ま
で
の
二
時
間
の
学
習
。
最
終
回
は

東
京
電
力
第
一
原
子
力
発
電
所
を
見

学
す
る
予
定
に
な
っ
て
い
ま
す
。
講

師
は
東
北
電
力
桑
折
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
の
斎
藤
所
長
さ
ん
と
職
員
の
方

々
、
並
び
に
七
宝
焼
や
パ
ン
作
り
を

ご
指
導
下
さ
っ
た
先
生
。
受
講
生
は

二
十
五
名
で
す
。

さ
て
、
初
回
は
開
講
式
に
続
き
斎

藤
所
長
さ
ん
か
ら
東
北
電
力
と
地
城

の
人
々
と
の
触
れ
合
い
の
中
で
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
と
改
称
さ
れ
た
経
過

や
平
成
元
午
四
月
か
ら
電
気
料
金
か

引
き
下
げ
ら
れ
た
こ
と
及
び
原
子
力

発
電
所
で
は
ど
ん
な
小
さ
な
ト
ラ
ブ

ル
で
も
発
電
を
中
止
し
、
原
因
を
徹

底
的
に
究
明
し
て
い
る
等
の
ご
挨
拶

か
あ

。
て
か
ら
「
電
気
で
ロ
マ
ン
の

あ
る
我
が
家
」
と
『
染
と
繊
』
と
言

う

ビ
デ
オ
を
見
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

そ
の
後
兇
電
所
の
種
類
や
発
電
か
ら

一
般
家
庭
に
電
力
が
供
給
さ
れ
る
ま

で
の
経
路
・
配
電
盤
に
つ
い
て
の
基

礎
知
識
等
の
講
義
か
あ
り
ま
し
た
。

二
回
目
は
七
月
十
九
日
で
照
明
や
電

気
料
金
の
計
算
・
電
気
の
正
し
く
安

全
な
使
い
方
・
使
用
し
な
い
時
の
注

意
事
項
及
び
電
気
製
品
に
付
い
て
い

る
マ
ー
ク
の
種
類
等
を
学
習
し
て
か

ら
コ
ー
ド
を
プ
ラ
グ
に
結
線
す
る
方

法
に
つ
い
て
実
習
し
ま
し
た
。
三
回

目
は
八
丿
二
十
三
日
で
八
百
八
十
度

Ａ毎日の生活に役立つ電気教窒

の
電
気
炉
で
琺
瑯
を
焼
き
付
け
、
七

宝
焼
の
ブ
ロ
ー
チ
を
作
る
趣
味
の
講

座
で
皆
非
常
に
楽
し
そ
う
で
し
た
。

四
回
目
は
九
月
六
日
前
回
に
引
き
続

き
七
宝
焼
の
実
習
で
ペ
ン
ダ
ン
ト
や

帯
留
め
・
ル
ー
プ
タ
イ

ー
タ
イ

ピ
ン

等
昧
々
の
物
を
作
り
、
焼
き
上
が
る

神
秘
な
色
の
変
化
に
驚
嘆
の
声
か
上

が
り
、
一
人
で
Ξ
つ
や
四
つ
作
『

た

人
も
あ
り
ま
し
た
。
五
回
目
は
十
月

四
日
で

パ
ン
作
り
の
実
習
で
し
た
・

マ
ヨ
ネ
ー
ズ
ロ
ー
ル
と
パ
‘ｙ
Ｉ
ロ
ー

ル
の
ふ
り
く
ら
と
し

た
パ
ン
の
匂
い

か
調
理
室
一
杯
に
広
が
り
、
全
部
出

来
上
が
っ
た
の
は
午
後
一
時
過
ぎ
で
、

そ
れ
か
ら
焼
き
た
て
の
パ
ン
を
夫
々

賞
味
し
閉
講
式
を
迎
え
ま
し
た
。

私
共
は
こ
の
電
気
教
室
で
学
習
し

た
電
気
に
関
す
る
知
識
を
今
後
の
生

活
に
有
効
に
活
用
し
て
行
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

最
後
と
な
り
ま
し
た
が
こ
の
電
気

教
室
で
ご
指
導
下
さ
れ
た
諸
先
生
並

び
に
企
画
と
お
世
話
を
噴
い
た
公
民

館
長
さ
ん
は
匕
め
職
員
の
方
々
に
厚

く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
　
　
　

。

青
年
学
級

研
修
旅
行
に参

加
し
て

谷

地

芳

典

青
年
学
級
待
望
の
研
修
か
九
月
二

十
三
日
、
一
泊
で
行
わ
れ
ま
し
た
．

僕

は
学
級

に
人

、
て
も
う
一
’一

年
目

に
な

り
ま
す

が
、
年

悶
行
事

に
入

っ

て

い
る
こ
の
研

修

旅
行

に
参

加
す

る

の
は

初
め
て

の
事
で

し

た
。
出

発
す

る
前

に
公
民

館
長
さ

ん
の
方

か
ら

。

「
何

か
一
つ

で
も

い

い
か

ら
、
つ

か

ん
で
き

て
く

だ
さ

い
Ｊ

と
挨

拶

が
あ

り
、
自

分
で

も
そ
う

し

た
い
な
あ

と

思

い
な
が

ら
バ
ス

は
、
出

発
し
ま

し

た

。
目
的
地

は
、

男
鹿
半

鳥
で
す

。

ま

ず
僕
達

が
強

い
感
動

を
う
け

た

の
は

、
八

郎
潟
を

一
望
で

き
る
寒

風

山

と

い
う
所

で
し

た
。
頂
上

に

登
っ

て
見

下
ろ

し
た
時

は
、
本

当
に

来
て

よ

か

う
た

と
い
う

気
持
ち

で
し

た
。

次
に

。
男
鹿
水

族
館
を

見
て

か
ら

、

も
う

日
も

丙
に
傾

き
は

じ
め

た
頃

、

人

道
崎

に
着
き
ま

し

た
。
そ
こ

は
、

日

本
海

の
水
平
線

を

広
く

見
わ

た
せ

る

事
が
で

き
、
真

赤
な
太

陽
か

、
海

を
照

ら
す

光
景
は

、
今
で

も
目

に
焼

き

つ

い
て

い
ま
す

。

宿
泊
場

所
は

男
鹿
桜

励
荘

と

い
う

所

で
し

た
。

バ
ス
の
中

で
疲

れ
を
見

せ

て

い
た
学
級

生
も

ガ
ラ

ッ
と
元
気

に
、
み

ん
な
で
夜

が
更

け
る

ま
で
、

９

い
で

い
ま
し

た
。

お
か
げ
で

二
日

目
の

バ
ス
の
中

と

い
え
ば
、

静
か
な

事
、
ち

ょ
う

ど
い

い
位
な
ん

で
し

ょ

う

か

。
帰
り
道

に
小

岩
井

農
場
に
寄

り
、
帰

路
に
つ

き
ま

し
た

。

か
な

り
の
強

行
軍

で
は
あ

り
ま

し

た
か

、
気
の
合

う
仲
間

達

と
の
旅

行

と
あ

っ
て
、

と
て
も

楽
し

い
も
の

と

な
り
ま
し
た
。
こ
の
旅
行
を
通
じ
て
、

友
達
を
も
っ
事
の
大
切
さ
を
知
っ
た

よ
う
な
気
か
し
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ

だ
よ
り

◇
第
二
十
四
回
国
見
町
、
桑
折
町
青

少
年
育
成
剣
道
大
会

と

き

と
こ
ろ

十
月
二
十
二
日

午
前
八
時
三
十
分

国
見
町
々
民
体
育
館

対
象
者

（

団

体

畩

）

小

学
生
低

学
年
の
郎
（
一
～
一一
罕

）

小

学
生
高
学

年

の
部
（
四
～
六
年

）

中

学
生
男

子
の
部

中

学
生
女

子
の
部

（

個

人

戦

）

小
学
生
　
一
、
二
年
の
部

小
学
生
　
三
、
四
年
の
部

小
学
生
　
五
、
六
年
の
部

中
学
生
男
子
の
部

中
学
生
女
子
の
都

◇
第
十
三
回
町
内
一
周
駅
伝
競
走
大

金と
　
き

と
こ
ろ

対
象
者

十
一
月
十
二
日
（
日
）

午
前
九
時
（
小
雨
決
行
）

町
内
一
周

中
学
生
の
部

一
般
の
部

職
場
、
職
城
の
部

詳
細
に
つ
い
て
の
問
い
合
せ
は
、

公
民
館
ま
で
。
・



「
高
齢
者

健
康
づ
く
り
教
室
」
を
開
催

町
と
閥
見
町
健
康
づ
く
り
推
進

協
議
会
か
主
催
し
た
「
第
三
回
高
齢

者
健
康
づ
く
り
教
窒
」
は
．
九
月
卜

八
日
か
ら
二
十
日
ま
で
の
三
日
間
、

町
民
体
育
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
．．

福
鳥
市
阯
会
教
育
指
導
員
の
佐
藤

キ
イ
さ
ん
か
講
師
を
務
め
、
延
べ
百

四
十
人
が
受
講
し
た
こ
の
教
室
で
は
、

座
り
な
が
ら
で
き
る
簡
単
な
体
操
や
、

柔
軟
体
操
、
数
え
歌
に
合
わ
せ
て
の

リ
ズ
ム
体
操
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
・

フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
や
阯
交

ダ
ン
ス
な
ど
も
あ
り
、
受
講
者
の
皆

さ
ん
は
楽
し
み
な
か
ら
快
い
汗
を
流

し
ま
し
た
。

敬
老
会
で長

寿
を
祝
う

国
見
町
敏
老
会
か
九
月
十
二
Ｈ
、

町
民
体
育
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
卜
招
待
さ
れ
た
お
年
寄
り
は
、

七
十
歳
以
上
の

で

二
七
一
人
。
町

長
あ
い
さ
つ
の
あ
と
、
今
年
ハ
ト
ハ

歳
を
迎
え
ら
れ
た
卜
七
人
に
長
寿
写

真

。
八
十
歳
を
迎
え
ら
れ
た
七
卜
五

人
に
寿
座
布
団
か
冨
永
町
妊
か
ら
一

人
一
人
に
附
ら
れ
ま
し
た
。

招
待
者
を
代
表
し
て
八
島
ア
キ
さ

人
（
商
城
・
八
十
六
歳

）
が
謝
辞

を
述

べ
ま
し
た
。
ま
た
、
小
坂
小

二
年
の
熊
坂
伸
江

さ
ん
か

’
お
じ

い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
」
、
大
枝

小
三
年
の
井
砂
山
香
子
さ
ん
か

一
元

気
に
な
っ
た
お
じ
い
ち
ゃ
ん
」
と
題

し
、
そ
れ
ぞ
れ
作
文
を
発
表
。
こ
の

あ
と
、
会
食
し
な
が
ら
、
各
地
区
婦

人
会
の
方
々
の
唄
や
踊
り
を
鑑
賞
し

ま
し
た
。

若
い
者
に
は

ま
だ
ま
だ
負
け
ん
！

岡
見
町
に
住
む
運
転
免
許
を
む
つ

高
齢
者
で
っ
ぐ
る

・。国
見
町
シ
ル
バ

ー
交
通
安
企
椎
進
隊
」
の
、
原
付
バ

イ
ク
安
令
運
転
競
技
人
会
が
九
月
十

九
日
、
桑
折
町
の
県
北
自
動
車
教
習

所
で
闘
催
さ
れ
ま
し
た
。

人
会
に
参
加
し
た
の
は
、
隊
口
の

う
ち
日
頃

バ
イ
ク
を
愛
用
し
て
い
る

ニ
ト
ハ

」ぺ
。
参
加
者
の
午
齢
を
介
叶

す
る
と

Ｉ
、
九
五
八
歳
に
も
な
り
ま

す
。競

技
会
は
藤
田
勝
衛
隊
長
、
関
桃

桑
折
警
察
署
長
の
『
運
転
技
術
を
商

め
る
と
同
時
に
、
交
通
法
規
の
再
チ

エ
。
ク
仝
お
願
い
し
ま
す
』
と
の
あ

い
さ
っ
を

人
口
図

”
に
ス
タ
ー
ト
。

ス
ラ
ロ
ー
ム
、
一
本
橋
走
行
。
８

の
字
転
換
な
ど
の
チ
エ

。
ク
ポ
イ
ン

ト
か
組
み
込
ま
れ
た
一
岡
四
〇
〇
ｍ

の
コ
ー
又
に
挑
む
隊
員
は
、
雨
に
も

か
か
わ
ら
ず
見
事
な
（

ン
ド
ル
さ
ば

き
を
み
せ
て
い
ま
し
た
、

こ
の
日

”紅
「
点
”
の
占
川
は
る

い
さ
ん
も
一
本
橘
走
行
を
成
功
さ
せ

る
な
ど
鮮
や
か
な
運
転
技
術
を
披
露

し
ま
し
た
。

桑
折
警
察
署
の
小
谷
津
女
通
係
妊

ら
が
交
通
ル
ー
ル
を
守
ｙ。
て

い
る
か

ど
・
つ
か
審
査
し
た
結
果
、
佐
藤
市
郎

さ
ん
（
第

し

か
優
陽
。

人
賞
荐
は
次
の
と
お
り
で
し
た
。

こ
位
　
ぺ
卷
敏
魘
さ
ん
（
錦
町
）

三
位
　
占
Ⅲ
正
眼
さ
ん
（
第
叫
）

安
全
運
転
で

お
願
い
し
ま
す

町
交

通
対
策
協

議
会

で
は

、
秋

の

全
川

女

通
安
全

運
動

初
日
の

九
川

二

卜

‐‐．
卜
、
県
暁
貝

田
地
内

の
国

道

四

号

線
沿

い
で
テ

ン
ト
村

作
職

を
尖
施

し
ま

し

た
．

史

辿

安
煢
祁
会

．
母

の
会

な
ど

の

関
係

者
約

四
十

名
が
参
加

し
て

、
冨

水
町

妊
、

藤
原

桑
折
警
察

醤
次

長

か

『
県
内
で
は
死
亡
事
故
か
多
発
し
て

お
り
ま
す
か
、
当
町
で
は
今
年
五
月

以
来
め
だ
っ
た
事
故
も
発
生
し
て
お

ら
ず
、
こ
の
作
戦
を
通
し
て
死
亡
事

故
ゼ
ロ
を
延
ば
し
て
い
き
た
い
」
と

あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

参
加
者
の
皆
さ
ん
は
通
行
す
る
車

両
を
止
め
て
、
花
の
種
や
チ
ラ

シ
な

ど
を
ド
ラ
イ

バ
ー
に
配
り
、
安
全
運

転
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

編
集
日
記

○
天
高
く
馬
肥
ゆ
る
秋
。
読
書
の
秋
、

ス
ポ
ー
ツ
の
秋
、
食
欲
の
秋
。
で
も
。

万
年
の
国
見
は
ら
よ
っ
と
違
い
、
イ

ベ
ン
ト
の
秋
を
迎
え
る
。
奥
州
合
職

八
百
年
祭
も
い
よ
い
よ
今
月
の
2
9日

に
迫
り
、
メ
ー
ン
イ

ベ
ン
ト
の
武
者

行
列
か
町
内
を
練
り
歩
く
。
狄
空
の

む
と

”
馬
駆
け
る
秋
”
皆
さ
ん
、
ぜ

ひ
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。
快
晴
に
忠

ま
れ
ま
す
よ
う
に
。
　
　
　

（
Ｋ
）

兒

叮

・

編

集

国

兇

町

企

．鹵

丿

褞

色
　
ま
町

人

字

藤

団

字

一
Ｔ

田

．
．
２

の

Ｉ

・

九

六

九
－

一

七
　

ａ

｛
０

．一
四

五

｝
八

瓦
－

・
．
‐‐

‐‐‐

．
｛

代

表
一

▲はい，背筋をのばして７

▲米寿を迎えられた方に長爵写輿を贈呈

▲鶫しいコースもご覧のとおり

▲｢お気をつけて」とドライバーに

呼びかけるＸ 永町長
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